
⃝		コレクション展示　主な作品

⃝		3月の企画展示室

⃝		企画展Topics

⃝		図書コーナー紹介

⃝		平成22年度開催の展覧会を振り返って

⃝		ミュージアムレポート

⃝		行事案内

⃝		所蔵品紹介

　　特集展示

	 ■	前田昌彦展		～いざない～	 第３展示室

　　特集展示

	 ■	刀剣の美		加州刀を中心に	 第２展示室

	 ■	前田家の天神信仰と文房具	 前田育徳会尊經閣文庫分館

第329号　平成23年3月1日発行

石川県立美術館だより
DAYORI
B I J U T S U K A N

ステルスとAyaka　前田昌彦　─前田昌彦展─ 石川県指定文化財　刀
銘加州住兼若　三代辻村兼若　
江戸時代17世紀─刀剣の美─
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前
田
育
徳
会
尊
經
閣
文
庫
分
館
で
開
催
中
の
「
前
田
家

の
天
神
信
仰
と
文
房
具
」
の
中
か
ら
、
今
月
は
文
房
具
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

文
房
具
は
机
上
に
あ
る
書
画
の
た
め
の
道
具
で
す
が
、

書
を
尊
び
、
文
人
を
理
想
の
ス
タ
イ
ル
の
一
つ
と
し
た
中

国
で
は
特
に
発
達
し
、
多
彩
で
多
様
な
文
房
具
が
作
り
だ

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
文
房
四
宝
」
と
さ
れ
る
筆
・
硯
・
紙
・
墨
の
ほ
か
、

わ
が
国
の
文
房
具
に
は
あ
ま
り
見
な
い
硯
屏
、
多
彩
な
素

材
を
用
い
技
法
を
凝
ら
し
て
作
ら
れ
た
多
種
多
様
な
水
滴

類
、
小
型
で
愛
く
る
し
い
動
物
や
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
姿
を
し

た
各
種
の
文
鎮
類
、
螺
鈿
で
唐
草
や
草
花
文
を
あ
し
ら
っ

た
豪
華
な
印
籠
や
文
庫
な
ど
実
用
性
と
と
も
に
書
斎
の
愛

玩
品
と
し
て
も
鑑
賞
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
、
そ
れ
ら
は

希
少
な
素
材
に
工
人
が
精
妙
を
尽
く
し
て
作
ら
れ
た
も
の

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
文
房
具
の
収
集
は
、
唐
物
へ
の
尊
崇
が
熱
心

だ
っ
た
江
戸
時
代
の
風
潮
に
添
っ
て
、
文
人
の
た
し
な
み

と
し
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
前
田
家
で
は
歴
代
藩
主
が
文

房
具
に
心
を
寄
せ
た
関
係
上
、
数
多
く
の
品
々
が
伝
わ
っ

て
い
ま
す
。
中
で
も
三
代
藩
主
利
常
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
、

愛
用
さ
れ
た
名
品
の
数
々
は
一
言
で
文
人
大
名
と
い
っ
て

し
ま
う
よ
り
も
、
寛
永
文
化
の
担
い
手
の
一
人
で
あ
っ
た

藩
主
の
趣
味･

嗜
好
や
教
養
の
高
さ
、
文
化
創
造
に
対
す
る

意
気
込
み
を
示
す
も
の
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
な
か
に
は
遠

州
が
所
持
し
て
い
た
「
銅
鍍
金
翡
翠
形
水
滴
」
な
ど
の
逸

品
も
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
遠
州
の
影
響
が
茶
道
具
に
と

ど
ま
ら
ず
文
房
具
に
ま
で
及
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
の
展
示
で
は
鎌
倉
時
代
の
作
品
と
し
て
「
短
刀　

無
銘
正
宗
」
正
宗
作
、「
太
刀　

銘
一
」
景
安
作
、「
短
刀　

銘
国
光
」新
藤
五
国
光
作
、「
太
刀　

銘
貞
宗　

号
日
本
丸
」

伝　

貞
宗
作
、「
脇
指　

無
銘
近
景
」
近
景
作
、「
短
刀　

無
銘
義
弘
」
郷　

義
弘
作
以
上
六
口
を
展
示
し
、
室
町
時

代
の
「
刀　

銘
備
州
長
船
則
光
作
」
則
光
作
を
加
え
て
加

州
刀
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

加
州
刀
の
成
立
期
は
、
室
町
時
代
十
五
世
紀
前
半
期
頃

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
は
十
五
世
紀
か
ら

十
六
世
紀
の
加
州
刀
と
し
て
藤
嶋
友
重
作
の
「
刀　

銘
藤

嶋
友
重
」、「
脇
指　

銘
藤
嶋
友
重
」、「
脇
指　

銘
藤
嶋
友

重
」、家
次
作
の
「
刀　

銘
家
次
作
」、「
刀　

銘
家
次
」、「
刀　

銘
加
州
藤
原
住
家
次
」
を
展
示
し
、
加
州
刀
の
基
盤
を
整

備
し
た
刀
工
の
業
績
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。
さ
ら
に

十
六
世
紀
の
「
刀　

銘
家
重
」
家
重
作
、「
刀　

銘
勝
家
」

勝
家
作
、「
刀　

銘
勝
光
」
勝
光
作
、「
刀　

銘
勝
光
」
勝

光
作
、「
刀　

銘
清
光
」
清
光
作
、「
刀　

銘
景
光
」
景
光

作
以
上
六
口
を
加
え
て
、
室
町
時
代
の
加
州
刀
（
古
刀
）

の
大
ま
か
な
流
れ
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

や
が
て
江
戸
時
代
に
は
い
る
と
、
刀
剣
は
武
器
と
し
て

の
用
途
以
上
に
武
家
の
ス
テ
イ
タ
ス
を
象
徴
す
る
も
の
と

し
て
の
意
義
を
強
め
て
い
き
ま
す
。
江
戸
時
代
の
加
州
刀

（
新
刀
）
を
代
表
す
る
刀
工
と
も
い
え
る
辻
村
兼
若
は
、

そ
う
し
た
時
流
を
巧
み
に
捉
え
て
手
腕
を
発
揮
し
ま
し
た
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
前
回
と
今
回
の
「
美
術
館
だ
よ
り
」
の
表

紙
に
初
代
と
三
代
の
作
品
を
取
り
上
げ
た
次
第
で
す
。
今

回
新
刀
の
展
示
は
、
こ
の
二
口
の
み
と
な
り
ま
す
。

前田家の
天神信仰と文房具

2月11日（金・祝）～3月26日（土）　
会期中無休

2月11日（金・祝）～3月26日（土）　
会期中無休

前田育徳会尊經閣文庫分館第２展示室

短刀　無銘義弘　郷　義弘作　鎌倉時代　14世紀 銅鍍金翡翠形水滴

刀剣の美
　	　加州刀を中心に
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2月11日（金・祝）～3月26日（土）　
会期中無休

2月11日（金・祝）～3月26日（土）　
会期中無休

　

前
号
に
続
い
て
前
田
昌
彦
展
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
今

回
展
示
中
の
十
八
点
の
作
品
を
順
を
追
っ
て
見
て
い
き
ま

す
と
、
初
期
の
「
一
隅
（
パ
リ
の
ア
ト
リ
エ
）」
や
「
画

室
Ⅰ
」
な
ど
の
〈
静
物
〉
か
ら
近
作
に
至
る
ま
で
、
ス
タ

イ
ル
の
変
遷
は
あ
る
も
の
の
、
一
貫
し
て
画
面
の
絵
解
き

性
、
な
い
し
物
語
性
が
伺
え
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、「
１
９
９
１
」
と
い
う
二
〇
〇
号
の
大
作

が
あ
り
ま
す
。
画
面
に
は
男
達
の
争
う
姿
や
で
っ
ぷ
り
と

太
っ
た
人
物
、
椅
子
、
猫
や
少
女
、
螺
旋
階
段
な
ど
が
色

面
を
区
切
っ
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
作
品
ご
と
に

作
者
の
制
作
の
思
い
を
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
添
え
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
『
ク
ル
ド
人
が
迫
害
を
受
け
て
い
た
時
期
、
日

本
は
バ
ブ
ル
経
済
の
終
焉
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
複
層
し
た
社
会
の
中
で
、
娘
が
成
長
し
て
ゆ

く
姿
や
、
パ
リ
の
安
宿
の
女
将
、
ア
ー
ル
ヌ
ー
ボ
ー
調
の

椅
子
、
猫
、
新
都
庁
な
ど
混
在
し
た
情
報
を
併
存
さ
せ
て

当
時
の
時
代
を
表
現
し
た
作
品
』
と
あ
り
ま
す
。

　

タ
イ
ト
ル
の
〝
１
９
９
１
〟
は
一
九
九
一
年
で
、
そ
の

年
は
湾
岸
戦
争
勃
発
に
始
ま
り
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
崩
壊
で
終

わ
る
と
い
う
激
動
の
年
で
し
た
。
む
ろ
ん
、
本
作
が
四
月

末
開
催
の
国
展
出
品
作
な
の
で
、
年
末
の
出
来
事
を
描
く

こ
と
は
な
い
の
で
す
が
、
そ
の
予
兆
は
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

椅
子
は
権
力
の
象
徴
、
女
将
は
変
転
す
る
為
政
者
、
画
面

の
中
心
を
空
に
し
て
、
そ
れ
を
巡
る
よ
う
に
事
物
を
配
し

た
こ
の
作
品
に
は
、
こ
う
見
立
て
さ
せ
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。

　

ぜ
ひ
作
者
の
詞
書
き
と
と
も
に
、
絵
を
読
み
解
い
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

前田昌彦展
　　～いざない～

第３展示室

1991

主な展示作品

２F	コレクション展示

油彩画

彫刻

近現代工芸

日本画・書

「前田家の天神信仰と文房具」

特集展示
「刀剣の美　加州刀を中心に」

古美術

古美術

国宝　色絵雉香炉　　　
重文　色絵雌雉香炉
　　　ともに野々村仁清　　

特集　加賀友禅　前田仁郎
前期（2/11－3/5）
　友禅訪問着「てまり唄」
　友禅訪問着「からまつ」
後期（3/6－3/26）
　友禅訪問着「早春」
　友禅訪問着「花かげ」

〔日本画〕
残雪 石川　義
御水送り神事 黒田櫻の園
皓 曲子光男
〔書〕
蘆葉江月寒 上条信山
世農中葉 豊道春海
千古心 松井如流

話 坂　坦道
Miserere Ⅳ 中村晋也
曲芸師 三谷　慎

特集展示
「前田昌彦展～いざない～」

友禅訪問着「早春」

Miserere Ⅳ
中村晋也

蘆葉江月寒　上条信山
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永
く
日
本
の
工
芸
美
術
界
の
中
心
に
あ
っ
て
、
そ
の

時
々
の
『
今
』
を
意
識
し
た
作
品
群
を
発
表
し
、
ま
た

広
く
海
外
へ
も
展
開
し
て
き
た
現
代
工
芸
美
術
家
協
会
。

設
立
以
来
五
十
年
の
節
目
に
、
そ
の
活
動
の
中
に
あ
っ

て
大
き
な
足
跡
を
標
し
た
故
蓮
田
修
吾
郎
、
高
橋
節
朗

ら
先
達
か
ら
現
在
最
先
端
で
活
躍
す
る
大
樋
年
朗
、
奥

田
小
由
女
ら
気
鋭
の
代
表
的
な
作
品
七
十
点
あ
ま
り
を

一
堂
に
展
示
致
し
ま
す
。

　

多
様
な
工
芸
素
材
を
駆
使
し
、
芸
術
の
域
に
ま
で
高

め
た
形
と
色
彩
の
造
形
世
界
を
是
非
と
も
ご
高
覧
く
だ

さ
い
。

◇
入
場
料
無
料

◇
連
絡
先　

東
京
都
台
東
区
上
野
七
─
九
─
十
五　

　
　
　
　
　

車
坂
ビ
ル
五
〇
二
号

　
　
　
　
　

社
団
法
人　

現
代
工
芸
美
術
家
協
会

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
三
─
三
八
四
一
─
八
三
一
四

　

こ
れ
ま
で
の
北
陸
国
画
グ
ル
ー
プ
展
を
北
陸
国
展
と

改
称
し
、
第
十
七
回
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
出
品
者

は
北
陸
在
住
及
び
、
ゆ
か
り
の
あ
る
国
展
（
国
画
会
）

出
品
者
等
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
展
は
毎
年
春
に

国
立
新
美
術
館
で
開
催
さ
れ
、
今
年
で
第
八
十
五
回
を

迎
え
る
歴
史
あ
る
公
募
団
体
で
す
。

　

今
回
は
、
絵
画
部
二
十
七
名
、
写
真
部
二
十
六
名
が

力
作
、
大
作
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、
広
坂
別
館
に
て

同
絵
画
部
出
品
者
の
前
田
昌
彦
小
品
展
、
写
真
部
受
賞

者
展
（
東
京
）
と
写
真
部
会
員
準
会
員
秋
季
展
（
東
京
）

の
巡
回
展
示
も
行
い
ま
す
の
で
合
わ
せ
て
ご
高
覧
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
入
場
無
料

◇
後
援　
　

北
國
新
聞
社　

テ
レ
ビ
金
沢

◇
連
絡
先　

河
北
郡
津
幡
町
七
野
一
〇
七
─
一

　
　
　
　
　

本
田
正
史　

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
七
六
─
二
八
八
─
一
八
一
九　

　

玄
土
社
の
一
年
間
の
活
動
を
集
約
す
る
ʼ10
玄
土
社
書

展
は
「
今
」
を
表
現
す
る
抽
象
作
品
39
点
、
古
典
臨
摹

作
品
24
点
を
展
示
。
併
催
は
大
澤
雅
休
２
還
暦
記
念
遺

墨
展
で
す
。

  

表
立
雲
は
、
昭
和
20
年
富
山
県
砺
波
市
に
一
時
疎
開

さ
れ
た
大
澤
雅
休
と
の
出
会
い
は
革
新
的
な
書
へ
の
開

眼
の
一
歩
と
な
り
、
そ
の
精
神
は
今
日
の
玄
土
社
に
受

け
つ
が
れ
て
い
ま
す
。
展
示
作
品
は
20
余
点
。
北
陸
で

は
じ
め
て
の
企
画
で
す
。

◇
会
期
中
の
行
事
「
表
立
雲
ト
ー
ク
タ
イ
ム
」

　

テ
ー
マ　

書
と
絵
画
と
の
熱
き
時
代
'45
～
'69　

　

日　

時  
三
月
二
十
日
（
日
）
午
後
一
時
三
〇
分

◇
入
場
無
料　

◇
連
絡
先　

金
沢
市
本
多
町
一
─
七
─
十
五

　
　
　
　
　

玄
土
社
主
宰　

表
立
雲　

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
七
六
─
二
六
三
─
〇
一
二
二

　

新
春
、
銀
座
洋
協
に
て
開
催
さ
れ
た
本
展
の
中
か
ら
、

基
本
作
品
、
受
賞
作
品
及
び
石
川
県
内
作
家
の
力
作
八
十

点
を
選
び
、
金
沢
で
の
記
念
巡
回
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

何
者
に
も
制
約
さ
れ
な
い
自
由
な
作
品
群
を
ご
鑑
賞

く
だ
さ
い
。

◇
主
な
出
品
作
家

　

 

横
塚　

繁　

今
村
昭
寛　

鮎
貝
周
三　

寺
西
武
久　

　

西
山
英
二　

上
野
光
子　

蓮
井
廣
幸　

梅
沢
曜
光

　

虎
井　

修　

松
本
陽
子　

飯
田
祐
三　

国
友　

博

　

水
上
正
子

◇
入
場
料　
一
般　

五
〇
〇
円　

大
・
高
生　

四
〇
〇
円

　
　
　
　
　

中
学
生
以
下
無
料

　
　
　
　
　

  （
団
体
は
各
一
〇
〇
円
引
）
※
当
館
友
の
会
会
員
は
、

　
　
　
　
　
　

 

会
員
証
提
示
に
よ
り
団
体
料
金
に
な
り
ま
す
。

◇
連
絡
先　

小
松
市
二
ツ
梨
町
ク
─
十
九
─
十
五　

　
　
　
　
　

寺
西
武
久

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
七
六
一
─
四
四
─
四
二
三
五

現代工芸50年のあゆみ
秀作展

第17回
　北陸国展

3月16日（水）～24日（木）　会期中無休 3月1日（火）～6日（日）　会期中無休

第７展示室 第8・9展示室

’10玄土社書展
〈併催	大澤雅休2還暦記念遺墨展〉

第33回
　一創会展金沢展

3月19日（土）～21（月・祝）　会期中無休 3月9日（水）～14日（月）　会期中無休

第8・9展示室 第8・9展示室

三
月
の
企
画
展
示
室
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平成23年4月24日（日）～6月12日（日）

　

セ
ル
フ
・
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
（
自
画
像
）
は
自
分

の
顔
か
た
ち
、
姿
を
描
い
た
も
の
で
す
。
初
学
の

頃
、
鏡
を
見
な
が
ら
そ
こ
に
映
る
自
己
を
描
く
と

い
う
気
恥
ず
か
し
さ
を
突
き
抜
け
、
畏
れ
や
不
安
、

気
負
い
、
願
望
、
大
望
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を

な
い
ま
ぜ
に
、
自
己
の
顔
を
描
き
あ
げ
た
と
い
う

経
験
を
持
つ
画
家
は
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
し

て
初
学
を
過
ぎ
る
と
大
半
の
画
家
は
自
画
像
か
ら

離
れ
て
い
き
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
あ
る
種
の
画
家

は
繰
り
返
し
自
己
を
描
き
続
け
る
の
で
す
。
近
年

で
は
鴨
居
玲
が
そ
の
代
表
者
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

美
し
く
、
優
し
く
、
高
貴
に
等
々
、
他
者
を
描

く
際
の
条
件
は
一
切
な
く
、
趣
く
ま
ま
に
自
己
の

深
奥
を
探
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
故
、
自
画

像
は
巨
匠
名
匠
の
心
の
内
を
た
ど
る
格
好
の
作
品

と
い
え
ま
す
。

　

本
展
は
、
日
動
美
術
財
団
の
協
力
を
得
て
、
梅

原
龍
三
郎
や
安
井
曾
太
郎
、
藤
田
嗣
治
、
佐
伯
祐

三
、
中
川
一
政
な
ど
の
巨
匠
か
ら
、
奥
谷
博
、
松

樹
路
人
、
稲
垣
考
二
な
ど
、
現
代
を
代
表
す
る
画

家
に
、
本
県
出
身
の
宮
本
三
郎
、
鴨
居
玲
、
高
光

一
也
、
新
保
甚
平
、
開
光
市
ら
の
自
画
像
と
作
品

で
構
成
し
ま
す
。
ま
た
一
部
の
画
家
で
は
創
作
の

秘
密
を
窺
わ
せ
る
パ
レ
ッ
ト
も
組
み
合
わ
せ
、

六
十
四
作
家
一
二
〇
点
の
展
示
と
な
り
ま
す
。

　

明
治
か
ら
現
代
ま
で
、
こ
れ
だ
け
ま
と
ま
っ
た

数
の
自
画
像
が
並
ぶ
こ
と
は
、
そ
う
そ
う
な
い
こ

と
で
、
作
家
の
活
動
期
を
追
っ
て
み
て
い
き
ま
す

　

当
館
に
は
、
現
在
三
千
点
を
超
え
る
美
術
作
品

が
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
は
当
館
で
の

展
示
は
も
と
よ
り
、
他
館
へ
貸
し
出
し
さ
れ
て
展

示
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
際
に
作

成
さ
れ
る
展
覧
会
図
録
に
、
当
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
が
紹
介
さ
れ
る
機
会
も
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
こ
こ
で
は
、
最
近
送
ら
れ
て
き
た
展
覧
会

図
録
の
中
か
ら
、
当
館
の
所
蔵
品
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
も
の
を
紹
介
し
て
み
ま
す
。

○
「
日
本
の
わ
ざ
と
美
」
展

―
重
要
無
形
文
化
財
と
そ
れ
を
支
え
る
人
々
―

会
期
：
二
〇
一
〇
年
十
一
月
三
日
～
十
二
月
五
日

会
場
：
山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

内
容
： 

文
化
庁
の
主
催
の
も
と
に
、
重
要
無
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
た
作
家
・
団
体
の
工
芸

作
品
を
集
め
て
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る

展
覧
会
で
す
。
当
館
か
ら
は
、
金
工
の
金

森
映
井
智
作
「
鋳
銅
象
嵌
六
方
花
器
」、

隅
谷
正
峯
作
「
脇
指
」、
西
出
大
三
作
「
木

彫
截
金
彩
色
合
子
『
千
鳥
』」
を
出
品
し

ま
し
た
。

と
、
自
己
を
思
い
の
ま
ま
に
描
い
た
自
画
像
と
い

え
ど
も
、
共
通
し
た
時
代
の
嗜
好
が
感
じ
ら
れ
興

味
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
巨
匠
た
ち
を
身
近
に

感
ず
る
絶
好
の
機
会
で
す
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○�

「
追
悼　

人
間
国
宝　

三
代　

德
田
八
十
吉
展

　
　

―
煌
め
く
色
彩
の
世
界
―
」

会
期
： 

二
〇
一
一
年
一
月
二
日
～
二
月
十
三
日（
の

ち
巡
回
）

会
場
：
そ
ご
う
美
術
館
（
の
ち
全
国
六
会
場
を
巡
回
）

内
容
： 

一
昨
年
亡
く
な
ら
れ
た
三
代
德
田
八
十
吉
氏

の
代
表
作
を
中
心
に
、
古
九
谷
や
初
代
・
二

代
八
十
吉
氏
の
作
品
を
加
え
た
回
顧
展
。
当

館
か
ら
は
、
三
代
八
十
吉
氏
の
作
品
二
点
に
、

古
九
谷
の
優
品
四
点
を
出
品
し
て
い
ま
す
。

○
「
美
へ
挑
む　

う
る
し
の
輝
き　

―
近
現
代
日
本
の
漆
芸
―
」

会
期
：
二
〇
一
一
年
一
月
十
五
日
～
二
月
十
三
日

会
場
：
浦
添
市
美
術
館

内
容
： 

本
展
は
、浦
添
市
美
術
館
の
開
館
二
十
周
年
、

浦
添
市
市
制
施
行
四
十
周
年
を
記
念
し
て

開
催
さ
れ
る
展
覧
会
で
、琉
球
漆
器
の
産
地・

沖
縄
を
は
じ
め
日
本
各
地
の
漆
芸
作
家
の

作
品
を
集
め
て
い
ま
す
。
当
館
か
ら
は
、
松

田
権
六
、
前
大
峰
、
大
場
松
魚
、
寺
井
直

次
ほ
か
計
十
一
点
が
出
品
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
上
、
ご
紹
介
し
た
図
録
は
、
当
館
一
階
情
報
・

図
書
コ
ー
ナ
ー
に
て
閲
覧
で
き
ま
す
。

企画展Topics

セルフ・ポートレイト展	─キャンバスの中の巨匠たち─

図
書
コ
ー
ナ
ー
紹
介

自画像　佐伯祐三　大正6年　日動美術財団
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平成22年度開催の
　展覧会を振り返って

　

当
館
で
は
、
一
階
の
企
画
展
示
室
や
二
階
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室
で
多

く
の
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
中
か
ら
当
館
主
催
の
企
画
展

を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

春
の
「
石
川
県
立
美
術
館
の
半
世
紀
の
歩
み
」
は
、
昭
和
三
十
四
年
の
兼

六
園
小
立
野
口
に
開
館
し
た
石
川
県
美
術
館
か
ら
五
十
一
年
を
数
え
、
そ
の

間
に
所
蔵
品
が
三
〇
七
三
件
と
な
り
、
そ
の
中
か
ら
評
価
の
高
い
秀
作

二
九
五
点
を
選
り
す
ぐ
っ
て
開
催
し
た
も
の
で
し
た
。
企
画
展
示
室
三
室
に

加
え
て
、
前
田
育
徳
会
尊
經
閣
文
庫
分
館
を
除
く
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
部
門

の
全
展
示
室
を
使
用
し
て
一
挙
に
公
開
し
ま
し
た
。名
作
の
数
々
を
古
美
術
・

近
現
代
純
粋
美
術
の
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
鑑
賞
出
来
る
ま
た
と
な
い
機
会
で
し

た
。

　

鑑
賞
者
か
ら
、
藩
政
期
か
ら
続
く
美
術
工
芸
の
歴
史
と
作
家
の
層
の
厚
み

を
見
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
一
度
で
味
わ
い
つ
く
せ
な
い
と
の
声
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
毎
週
日
曜
日
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
の
ほ
か
、
当
館

館
長
に
よ
る
講
座
で
は
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
コ
レ
ク
タ
ー
の
逸
話
、
作
家
の

人
と
な
り
な
ど
興
味
深
い
話
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
々
か
ら
は
作

品
・
作
家
に
親
し
み
が
深
ま
り
、
展
観
を
よ
り
い
っ
そ
う
堪
能
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

秋
の
「
加
越
能
の
美
術
─
縄
文
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の
名
宝
─
」
は
、
藩

政
期
に
加
越
能
と
呼
ば
れ
た
石
川
・
富
山
両
県
に
ゆ
か
り
の
国
宝
・
重
要
文

化
財
を
含
む
文
化
財
・
名
宝
約
一
五
〇
件
を
展
観
す
る
も
の
で
し
た
。

　

能
登
真
脇
遺
跡
出
土
の
縄
文
式
土
器
の
展
示
で
は
規
模
と
出
土
品
の
多
さ

に
鑑
賞
者
は
一
様
に
驚
い
た
様
子
で
し
た
。
ま
た
古
代
中
世
の
宗
教
美
術
に

は
、
普
段
は
信
仰
の
対
象
で
あ
る
仏
像
を
間
近
に
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
て

大
変
よ
か
っ
た
と
の
声
が
数
多
く
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
で
は
、
前
田
家
の
文
化
政
策
に
よ
っ
て
こ
の
地
区
に
展
開
し
た

加
賀
文
化
の
粋
を
感
じ
と
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
二
階
前
田
育
徳
会
尊
經
閣
文
庫
分
館
で
も
加
賀
藩
の
美
術
工
芸
が
展

示
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
文
化
財
を
通
じ
て
前
田
家
が
加
賀
文
化
に
果
た
し
た
役

割
の
大
き
さ
と
そ
の
す
ば
ら
し
さ
に
魅
了
さ
れ
、
石
川･

富
山
の
地
域
郷
土

を
あ
ら
た
め
て
認
識
し
て
い
た
だ
け
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

  

新
春
「
加
越
能
の
美
術　

石
川
・
富
山
の
美
１
０
０
選
─
明
治
か
ら
現
代

の
絵
画･

彫
刻･

工
芸
─
」
は
、
秋
季
に
開
催
し
た
「
加
越
能
の
美
術
─
縄
文

か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の
名
宝
─
」
の
続
編
と
い
う
べ
き
展
観
で
し
た
。
維
新

で
大
き
く
転
換
す
る
明
治
期
を
起
点
に
大
正
・
昭
和
・
現
代
に
至
る
石
川
・

富
山
両
県
の
美
術
工
芸
の
展
開
を
名
匠･

名
工
の
対
照
な
ど
を
織
り
交
ぜ
紹

介
し
た
も
の
で
、
一
二
二
作
家
・
一
二
七
点
の
展
示
で
し
た
。
隣
同
士
で
、

し
か
も
か
つ
て
長
く
前
田
家
の
文
化
施
策
を
受
け
て
い
た
両
県
の
近
代
現
代

作
家
の
作
品
を
対
照
さ
せ
る
と
い
う
展
覧
会
は
当
館
で
も
初
め
て
の
試
み
で

し
た
。

　

こ
の
展
示
を
通
じ
て
、
優
れ
た
作
家
達
の
違
い
や
共
通
性
を
ご
覧
い
た
だ

け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
一
方
、
風
土
と
美
術
の
関
連
性
や
今
後
の
展
望
を

も
予
測
さ
せ
る
一
面
も
見
ら
れ
、
石
川
・
富
山
の
持
つ
文
化
や
芸
術
性
の
違

い
も
感
じ
ら
れ
た
か
と
思
い
ま
す
。

石川県立美術館の半世紀の歩み

加越能の美術
─縄文から江戸時代までの名宝─

加越能の美術
石川・富山の美100選
─明治から現代の絵画・彫刻・工芸─
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一
月
二
十
三
日
（
日
）、キ
ッ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
彫
刻
を
つ
か
ま
え
よ
う
！
」

と
題
し
て
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
「
近
代
彫
刻
─
空
間
と
構
成
の
美
」
の
鑑
賞
を

行
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
自
分
の
身
体
を
使
っ
て
彫
刻
に
な
る
な
ど
体
感
し

な
が
ら
彫
刻
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
内
容
で
す
。
親
子
が
触
れ
合
う
機
会
と

な
る
よ
う
、
身
体
を
く
っ
つ
け
合
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
ポ
ー
ズ
を
と
る
な
ど
、

親
子
一
緒
に
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
き
な
り
の
展
示
室
で
の
身
体

表
現
に
戸
惑
っ
て
い
た
ご
家
族
も
、
次
第
に
活
動
自
体
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
家
族
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力
も
増
し
て
き
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
展
示
作

品
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
最
後
の
活
動
で
は
、
ど
の
家
族
も
選
ん
だ
展

示
作
品
に
ご
家
族
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
プ
ラ
ス
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
ポ
ー
ズ
と
、

と
び
き
り
す
て
き
な
表
情
で
記
念
撮
影
に
臨
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
ご
家
族
に
は
、
身
体
表
現
に
よ
る
鑑
賞
の
新
鮮
さ
と
、
雪
が

降
る
寒
い
日
に
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
よ
う
に
暖
か
い
展
示
室
で
身
体
を

使
っ
て
さ
ら
に
暖
か
く
な
る
と
い
う
冬
に
ぴ
っ
た
り
な
活
動
と
い
う
こ
と
で

好
評
を
い
た
だ
き
講
座
を
終
了
し
ま
し
た
。
ご
参
加
の
み
な
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

次
回
の
キ
ッ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
三
月
六
日
（
日
）
午
後
一
時
三
十
分
よ

り
、
特
集
展
示
「
前
田
家
の
天
神
信
仰
と
文
房
具
」
に
ち
な
ん
で
、「
お
殿

様
の
文
房
具
」
と
題
し
た
鑑
賞
講
座
を
行
い
ま
す
。
参
加
無
料
で
す
。
奮
っ

て
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
二
十
二
年
度
に
開
催
し
た
キ
ッ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

五
月
三
十
日 

「
き
じ
っ
子
茶
会
」

七
月
三
十
日
、
八
月
二
日
、
八
月
四
日

 

「
夏
休
み
制
作
体
験
講
座
」

八
月
二
十
日　
　
　
「
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
体
験
ツ
ア
ー

 
  

う
ら
が
わ
美
術
館
」

八
月
八
日 

「
キ
ッ
ズ
★
ふ
し
ぎ
ハ
ン
タ
ー
」

九
月
二
十
六
日 

「
石
川
の
工
芸
物
語
」

十
一
月
二
十
一
日 

「
ア
ー
ト
ゲ
ー
ム
大
作
戦
！
」

一
月
二
十
三
日 

「
彫
刻
を
つ
か
ま
え
よ
う
！
」

三
月
六
日 

「
お
殿
様
の
文
房
具
」（
次
回
）

キッズプログラム「彫刻をつかまえよう！」

ご
利
用
案
内

■
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
観
覧
料

　
一

　
般

　
三
五
〇
円
（
二
八
〇
円
）

　
大
学
生

　
二
八
〇
円
（
二
二
〇
円
）

　
高
校
生
以
下

　
無
料

　
※
（

　
　
）
内
は
団
体
料
金

■
今
月
の
開
館
時
間

　
午
前
九
時
三
〇
分
〜

午
後
六
時

■
カ
フ
ェ
営
業
時
間

　
午
前
十
時
〜
午
後
七
時

■
三
月
の
休
館
日

　
二
十
七
日
（
日
）

　
　
〜
三
十
一
日
（
木
）

　

次
回
の
展
覧
会

第
３
～
９
展
示
室

第
六
十
六
回

　現代
美
術
展

　

（
日
本
画
・
彫
刻
・
工
芸
・
写
真
）�

会
期
四
月
二
日
（
土
）

　

～
四
月
十
九
日
（
火
）

前
田
育
徳
会

尊
經
閣
文
庫
分
館

花
鳥
の
美�

─
絵
画
と
彫
度
─

会
期
四
月
一
日
（
金
）

　
～
五
月
八
日
（
日
）

第
２
展
示
室

（
古
美
術
）

花
鳥
の
美�

─
絵
画
と
工
芸
─

三
月
の
行
事
予
定

■
土
曜
講
座　

十
三
時
三
〇
分
～　

美
術
館
講
義
室　

聴
講
無
料

五
日　

  （
土
）
「
石
川
県
の
工
芸　
人
間
国
宝
と

そ
の
周
辺
（
３
）
截
金
」
寺
川
和
子
学
芸
主
査

十
二
日
（
土
）
「
小
絲
源
太
郎

―
そ
の
生
涯
と
芸
術
―
」
織
田
春
樹
学
芸
主
査

■
キ
ッ
ズ
☆
プ
ロ
グ
ラ
ム　

十
三
時
三
〇
分
～　

講
義
室
集
合　

参
加
費
無
料

六
日　

  （
日
）
鑑
賞
講
座
「
お
殿
様
の
文
房
具
」　

親
子
向
け
、
小
学
生
対
象
の
鑑
賞
講
座
で
す
。

■
映
像
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

十
三
時
三
〇
分
～　

美
術
館
ホ
ー
ル　

聴
講
無
料

二
十
日
（
日
）
「
世
界
・
美
の
旅 

９　

プ
ル
シ
ャ
ン
ブ
ル
ー　

～
世
界
を
巡
っ
た
謎
の
青
～
」（
30
分
）

「
世
界
・
美
の
旅
10　

ピ
カ
ソ　

～
若
き
日
の
天
才
画
家
～
」（
30
分
）
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中
央
部
分
の
四
区
画
に
、
龍
、
虎
、
唐
人
物
、
唐
子
を
象

嵌
と
彫
金
で
表
し
、
花
器
状
を
し
た
一
対
の
蝋
燭
台
で
す
。

三
個
の
獅し

嚙が
み

を
持
つ
基
台
部
分
の
下
部
か
ら
主
な
も
の
を
紹

介
す
る
と
、
銀
・
素
銅
の
象
嵌
に
よ
る
『
流
水
に
鯉
図
』、

彫
金
と
銀
象
嵌
に
よ
る
蓮
根
・
里
芋
・
人
参
・
百
合
根
な
ど

の
『
蔬
菜
図
』、『
前
述
の
四
図
』、彫
金
と
銀
象
嵌
に
よ
る
『
雲

鶴
図
』
が
表
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
間
に
は
銀
象
嵌
に
よ
る
各
種

の
線
文
様
が
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
四
区
画
の
意
匠
の
う
ち
、

龍
図
は
片
切
り
彫
り
、
毛
彫
り
に
金
・
銀
・
素
銅
を
象
嵌
し

た
も
の
で
、
虎
図
も
同
様
の
技
法
に
よ
る
竹
林
の
虎
で
す
。

唐
人
物
図
は
梅
樹
の
下
で
巻
子
を
持
つ
人
物
が
た
た
ず
む
姿

を
、
片
切
り
彫
り
を
主
と
す
る
彫
金
と
金
・
銀
・
素
銅
の
象

嵌
に
よ
り
表
現
し
て
い
ま
す
。
唐
子
図
も
同
様
の
技
法
に
よ

り
、
唐
子
が
鶴
を
養
う
姿
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
こ
の
二
図

は
、
単
独
の
意
匠
で
は
な
く
、
二
図
で
西
湖
の
孤
山
に
住
し
、

詩
作
に
興
じ
、
一
歩
も
湖
外
に
出
ず
、
梅
を
愛
し
、
鶴
を
養

い
、
客
が
あ
れ
ば
童
子
に
鶴
を
放
た
せ
た
と
い
う
、
宋
代
の

高
士
林
和
靖
の
『
梅
鶴
高
士
』
の
図
で
す
。
両
方
の
基
台
の

裏
側
に
は
、

大
日
本
帝
国 

　
　
　
　
　

米
澤
弘
正 

の
彫
銘
が
あ
り
、明
治
時
代
に
な
っ

石
川
懸
金
沢　
　
　
　

て
か
ら
の
作
品
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
欧
米
へ
の
輸

出
を
目
指
し
て
、
東
洋
趣
味
に
あ
ふ
れ
た
、
一
対
と
い
う
形

態
の
燭
台
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

  

米
沢
家
は
、
前
田
家
の
ご
用
を
勤
め
、
代
々
白し
ろ

銀が
ね

屋
と
称
し
、

白
銀
細
工
、
刀
装
金
具
な
ど
の
製
作
を
家
業
と
し
て
い
ま
し

た
。
弘
正
は
明
治
十
年
設
立
の
銅
器
会
社
で
は
職
工
棟
取
を

勤
め
て
い
ま
す
。
三
十
七
年
の
セ
ン
ト
ル
イ
ス
万
国
博
覧
会

で
の
受
賞
を
は
じ
め
、
各
種
の
博
覧
会
で
活
躍
し
ま
し
た
。

※
第
５
展
示
室
で
展
示
中
。

　

三
月
一
日
（
火
）
よ
り
、
平
成
二
十
三
年

度
石
川
県
立
美
術
館
友
の
会
の
会
員
募
集
が

始
ま
り
ま
す
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室
の
無

料
観
覧
、
企
画
展
の
招
待
券
進
呈
、
入
館
料

の
割
引
、
そ
し
て
美
術
館
主
催
行
事
の
ご
案

内
や
展
示
の
詳
細
を
記
載
し
た
、
毎
月
の
美

術
館
だ
よ
り
送
付
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
特
典

が
あ
り
ま
す
。

　

年
会
費
は
二
〇
〇
〇
円
。
会
員
の
有
効
期

限
は
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
二
十
四

年
三
月
末
日
ま
で
の
一
年
間
で
す
。
申
込
方

法
は
、
直
接
美
術
館
ま
で
お
越
し
い
た
だ
く

か
、
郵
便
振
替
で
の
口
座
振
込
の
ど
ち
ら
か

と
な
り
ま
す
。
定
員
の
一
五
〇
〇
名
に
達
し

次
第
、
申
込
を
締
め
切
り
ま
す
の
で
、
現
在

会
員
の
方
も
、
お
早
め
に
更
新
手
続
き
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

新
し
い
会
員
証
は
、
今
年
の
干
支
に
ち
な

ん
で
、
江
戸
時
代
前
期
に
活
躍
し
た
絵
師
、

久
隅
守
景
の
「
笹
に
兎
図
」
を
使
い
ま
し
た
。

身
を
寄
せ
合
う
愛
ら
し
い
兎
の
姿
を
、
笹
の

枝
と
と
も
に
墨
一
色
で
巧
み
に
描
い
た
、
平

成
二
十
一
年
の
企
画
展
「
久
隅
守
景
展
」
以

来
、
特
に
人
気
の
高
い
作
品
の
一
つ
で
す
。

同
作
品
の
ク
リ

ア
フ
ァ
イ
ル
や

一
筆
箋
も
新
し

く
発
売
さ
れ
て

い
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
度

友
の
会
会
員 

受
付
開
始




